
思いつくまま 桑名の歴史 １４０     ２０２５．１０．２０ 

 

  宮地雄吉校長と高橋俊人先生     西羽  晃  

桑高運動場に西の道路沿いに松並木がありました。松喰虫の被害な

どで次第に減って、現在は２本だけ残っています。この松を植えたの

は、桑名中学校（現在の桑名高校）の２代目校長である宮地雄吉です。

彼は昭和６（1931）年に赴任し、同８年に転任しました。赴任してか

ら校風の確立に努め、中庭に防火用水を兼ねた円形の池を作り、校門

（現在の北門）からの道はヒマラヤ杉並木とし、校庭を取り巻く土手

に松を植えて、環境の整備を図りました。文武両道にも力を入れて、

前回書いたように水泳は一般の全日本競泳大会で入賞する選手も現れ、

上級学校への合格者も増えました。彼は歌人でもあり、「尾野山の岡の

上高く、聳え立つ我等が母校」で始まる桑名中学校の校歌も作詞して

います。 

昭和８年に三重県視学官となり、同 11 年に富田中学校（現四日市高

校）校長、同 13 年に宇治山田中学校（現宇治山田高校）校長、同 14 年

に新設の神戸市立神戸中学校（現葺合高校）校長となりました。戦後

は神戸で若草幼稚園を経営し、神戸市の教育委員も務めました。富田

中学校や市立神戸中学校の校歌も作詞しています。 

   

昭和 33 年ころ（全景と鷲野校長） 現在（松は２本残る） 



宮地校長が桑名中学校在任中の昭和７年に高橋俊人先生を招聘しま

した。高橋先生は神奈川県藤沢の出身で、歌人でした。 

高橋は桑名中学校在任中の昭和９年に『 寒食（かんじき）』という歌

集を出版しています。その中で桑名の情景を多く詠んでいます。 

 

旅づかれしるき妻子とあかときを桑名の驛におりたちにけり 

古ぼけし單線電車はしりゐてわびしく長し桑名の町は 

見のかぎり桑畑つづくすがしさや朝ばれの風よくとほるなり 

伊曽島ゆ歸ると渡る揖斐川は蒼茫として暮れはてんとす 

廣重がかきしさながら夕がすむ桑名の松を船にして見つ 

冴えかへる日曜の午後を暇あり海を見んとて赤須賀に来つ 

 

 桑名中学の西は一面の桑畑    八間通を行く単線の路面電車 

   現在乃桑名』昭和３年刊）  

当時の桑名中学校の西は桑畑が広がり、春には菜の花が咲き乱れて

いました。 

 高橋先生は昭和 10 年に津高等女学校（現津高校）へ、同 12 年から

18 年まで、富田中学校（現四日市高校）に勤め、北勢地方の歌道の指

導をしています。富田中を退職してから、故郷の藤沢に戻り、中学校・

高校で教鞭を執りながら歌道の普及に務めました。藤沢市の遊行寺に

彼の歌碑があります。 



思いつくまま 桑名の歴史  １４１      2025.11.20 

 昭和初期の県立桑名高等女学校  

  ―吾等桑名少女の鑑となさむー     西羽  晃  

県立桑名高等女学校（県県女 は明治 43（県1910 年創立の桑名郡立高

等女学校に始まります。大正 11（県1922 年に県立となり、三重県立桑

名高等女学校となりました。   

昭和６県1931 年に県立桑名高等女学校に入学した木造正子は現い

なべ市北勢町西貝野が実家で、学校近くの寄宿舎に入りました。門限

は午後５時で、普段は学校と寄宿舎の往復だけでした。２年生の時に

着物に袴の制服から、セーラー服に白線が一本入ったスカートになり、

黒い靴下、黒い革靴となりました。寄宿舎では作法が厳しく教えられ

ました県『桑高百年』 。 

施設の充実では昭和４年 11 月 17 日に創立 20 周年記念式が行われ、

同時に「御大典記念図書館」の落成式も行われました。図書館建設に

あたり在校生・卒業生・職員・篤志家から資金を募りましたが、船場

町の伊藤紀兵衛が個人で全額の 10,980 円を寄付しました。昭和５年４

月 15 日に卒業生の貝塚美代子・登代の姉妹県後の桑名市長・貝塚栄之

助の娘 からピアノ１台が寄付されました。昭和６年３月 12 日に奉安

殿の落成式が行われました。奉安殿は職員・生徒・父兄有志からの寄

付金により建設されました。昭和９年には温室が設けられました。 

昭和７年９月１日に校旗が作製されました。これは翌年に卒業する

生徒の寄付でした。また昭和９年 10 月４日に校歌が制定されました。

作詞は佐佐木信綱であり、作曲は東京音楽学校の片山頴太郎でした。 

寄宿舎が老朽化したので、建て替えて昭和 10 年９月１日から使用を

開始しました。また一部の校舎が老朽化してきたので、改築して昭和



11（年 11 月 13 日に落成式を迎えています。 

   

生徒のクラブ活動では、テニス・バレーボール・バスケットボール

が盛んでした。昭和２年の県下高女の大会では、バスケットボールは

優勝、バレーボールは優勝した津市立高女に準決勝戦で敗退でした。

校内行事としてウォーキングの講習会や、桑名町１周リレーがありま

した。四日市港までの強行遠足や、希望者による木曽駒ケ岳や伊吹山、

富士山登山もありました。 

昭和７年 11 月 2～3 日には第一回の校内展覧会が開催され、書道・

絵画・裁縫・手芸といった製作品の展覧、園芸品や農作物の即売会、

菓子や関東煮などの売店やバザーもありました。昭和 10 年４月５日に

創立 25 周年の記念式を行い、4～5 日に記念展覧会を催しています。 

昭和８年６月から、毎月１、15 日を「梅干しデー」として、日の丸

弁当を持参し、１銭づつの国防費を醵金することになりました。また、

昭和 10 年ころにはお昼に温かい味噌汁を支給しています。 

    

 図書館    校歌県『沿革史』県女発行より   昭和初期の制服  



桑名の歴史 思いつくまま（１４２）       2025.12.20 

桑名市の誕生   

         郷土史家  西羽 晃 

大山田村は明治 28（1895）年に桑名駅が出来てから、駅を中心として官公署

や商店や工場が出来てきました。人口も爆発的に増加しました。桑名町としては

大山田村を合併したい意向で、盛んに働きかけましたが、大山田村の村長・松本

長蔵は強気の人で、合併よりも単独で町制を敷いて、昭和４（1929）年２月 11

日に大山田村は西桑名町となりました。その後も人口は増え続けました。 

          昭和５年   昭和 10年  増加率 

桑名町＋益生村  27,190人  桑名町 28,361人   4.3％ 

西桑名町      7,593人  西桑名町 8,930人   11.8％ 

   ※桑名町は昭和８年に益生村を吸収合併 

このように西桑名町は発展しましたが、昭和初期の大不況で、強気の松本町長

は弱い気となり、単独での町制維持が揺らぎました。 

そこで桑名町と西桑名町の合併の声が大きくなりました。しかし、従来からの

農村部では反対の声も続いていました。そこで仲介に乗り出したのが、大山田村

西方出身の加藤久米四郎代議士でした。昭和 11年７月５日に、桑名町役場で加

藤代議士のもとに桑名町から貝塚町長、奥山助役、町会議員 23人。西桑名町か

ら松本町長、水谷助役、町会議員 21人、町勢調査委員８人、区長 13人が出席し

て合併が議論されました。両町とも過去に行き違いもあったが、今後の発展を期

して、初会合を終えました。 

 市制施行の手順として、昭和 12年３月 20日に、西桑名町は桑名町に、合併し

て新しい「桑名町」が誕生しました。さらに同年４月 1日に桑名町が市制を敷い



て、桑名市が誕生しました。三重県下では、津市、四日市市、宇治山田市（現伊

勢市）、松阪市に続いて５番目の市となりました。人口は 37,454人、面積約 18.90

平方キロメートル、一般予算 683,279円、市職員 70人。小学校７校（第１～５、

大成、修徳９）、幼稚園２（桑名、桑名南）。初代市長貝塚栄之助（前桑名町長）

でした。 

 市役所は京町（元桑名町役場）、西出張所を畷町（元西桑名町役場）、南出張所

を江場（元益生村役場）におきました。 

   
昭和 11年７月６日『伊勢新聞』         昭和 12年４月１日『伊勢新聞』 

 

「絢爛桜花に魁けて待望久しかった桑名市の出現は、いよいよけふ四月一日

からである。歓喜と感激にどよめき、四万市民の面上にも一入喜悦に満ちてゐる。

此の日、桑名市では午前五時、祝賀の号砲合図に国旗を掲げて祝意を表し、午前

十時、貝塚市長臨時代理を始め奥山同助役、吏員一同は県社春日神社をはじめ市

内十一社に参拝、市制施行奉告祭を執行する。一方総代会では駅頭に祝賀塔を建

設、軒並みに「祝市制」のポスターを張りめぐらして全市を満艦飾に彩り、午後

七時を期して春日神社に参拝、貝塚・松本前両町長宅を訪問して謝辞を述べ、仲

介役の加藤代議士に同様謝電する。なお夜は提灯行列を行ひ市内を練り歩いて、

記念すべきけふの佳き日を寿ぐ事となった（昭和 12 年４月１日『伊勢新聞』）。 



桑名の歴史 思いつくまま（１４３）       2026.1.20 

桑名町立実業女学校から市立実科高等女学校へ    

            郷土史家  西羽 晃 

 

現在の県立桑名高等学校の前身の一つである桑名市立高等女学校は幾多の変遷を経

ています。 

大正時代の桑名町立実業女学校は、本シリーズ「桑名の歴史 思いつくまま」103（（2022

年８月 20 日付）で書きました。昭和初期の変遷について今回は書きます。実業女学校

は桑名町立第三尋常高等小学校の敷地内にありましたが、同敷地に昭和４（1929）年12

月１日に新校舎が落成しました。５教室、職員室、被服室、割烹室があり、北側は城の

堀に面していました。同年には約 80 人の生徒が修学旅行に大阪・京都・奈良に出かけ

ています。 

制度の変更があり、昭和10 年７月 1 日に桑名町立青年学校が開校しました。この学

校は、実業女学校・桑名商工学校・桑名実業補習学校・桑名町青年訓練所（・桑名町南青

年訓練所の５校が合併して、桑名町立第三尋常高等小学校の敷地内に成立しました。初

年度の教員数32人、指導員数19人。生徒数は男子328人、女子252人でした。女子部

は昼間、男子部は夜間の授業でした。女子部の主体は実業女学校で、10月には制服が定

められ、白いブラウスに、紺サージの背広衿上衣、ひだスカートでした。授業料は男子

は無料、女子は１ヵ月分で桑名町居住者50銭。町外者は80銭でしたが、１ヵ月欠席し

た生徒及び１ヵ月授業のない月は無料でした。昭和 12 年に桑名町と西桑名町が合併し

て桑名市となりましたので、桑名町立青年学校は桑名市立青年学校となりました。 

昭和 13 年、桑名市立青年学校女子部は単独で桑名市立実科高等女学校（以下、実科

と略す）となり、４月 11 日に開校式が行われました。小学校の高等科を卒業した女子



を対象とする本科（修業年限2年）と補習科（修業年限１年）が設けられ、本科200人

（１学年100 人）、補習科50人の定員でした。初年度の志願者は１年に76人、２年に

60人で定員に満たず、全員が合格しました。補習科は昭和14年度から始まりました。 

実科の授業科目は、本科は修身・公民・国語・数学・家事・裁縫・手芸・図画・唱歌・

体操・教育・実業（園芸）で、その中でも裁縫がもっとも重視され、週12時間ありまし

た。青年学校時代にあった国史・地理・理科はありませんでした。課外授業として茶道・

華道・タイプライターがありました。補習科は修身・公民・教育・国語・数学・家事・

作法・裁縫・手芸・体操があり、裁縫・手芸が重視され、週18時間ありました。 

授業料は１ヵ月分市内居住者は１円 50 銭、市外者は同３円で、青年学校時代よりも

大幅に上がっています。１ヵ月間授業のない月および出征兵士の家庭や戦病死した家庭

の遺族は無料でした。校舎は実業女学校からの校舎でした。制服は１回生は従来の背広

でしたが、２回生からは衿に２本の白線を付けたセーラー服となりました。 

第１回生の修学旅行は四日市港から横浜港までリオデジャネイロ丸に乗って行き、鎌

倉・東京・日光へ行きました（写真参照）。 第５回生は宮城（皇居）清掃の名目で東京・

鎌倉へ行っています。 

   

桑名市内の７国民学校と青年学校も併せて、同じ敷地にまとめるため、8000坪（（現在

の桑名市役所の場所）の土地も確保しましたが、戦争が激しくなり、校舎の建設は実現

しませんでした。 



思いつくまま 桑名の歴史 144               2026.02.20 

   朝鮮人の桑名来住                西羽 晃 

 明治43  1910）年に日韓併合となりましたが、朝鮮人が日本へ来るには朝鮮の警察署

長の渡航証明書が必要でした。それには日本からの招請状と保証人が必要でした。大正

３ 1914）年に始まった第一次世界大戦によって、日本の工業は空前の好況となりまし

たが、それに応じて労働者が不足してきました。労働力不足を補うため、朝鮮半島から

人員を集めました。桑名では  慶尚北道の義城郡、安東郡、軍威郡、このへんの人が多

いのです。なんでそうなったかといいますと、日本から招請状を出し、保証人がおって、

ということの渡航証明書の関係で、最初に来た人が自分の身内や知り合いを呼んで保証

し、そういう地縁、血縁の人が渡ってきて住み着いたという結果です」   民団三重５０

年史』1998年 在日本大韓民国民団三重県地方本部 発行①）。彼らは相互扶助のため、

大正11年10月に桑名朝鮮人労働共済会を結成しました。 

 昭和３(1928)年７月ころには桑名警察署管内で朝鮮人は340人 うち女性107人）で、

10年以上居住している人もいました。５年以上の居住者は100人あり、 鋳物工、土工

等に熱心で、相当の貯蓄をしてゐるものも可なりある」 昭和 3 年７月７日  朝日新

聞』三重版②）。昭和４年４月3日、従来あった相愛会桑名支部を拡大して、 相愛会三

重県本部」の発会式が桑名・中橋座で開かれています。 

相愛会はあくまでも朝鮮人の相互扶助の団体で労働組合とは違っていました。 相愛

会三重県本部対労働者組合との間に思想上の相違から暗闘を生じて朝鮮人労働者の争

奪が行はれてゐる」  資料・  昭和戦前期」三重県社会運動史』＝自治労三重県本部、

1900年発行＝所収の 社会運動通信」昭和５年2月9日付）。 

私の手許に 在留朝鮮人居住関係一覧表」 昭和１２年６月末現在 三重県警察部③）

のコピーがある。どこから入手したのか記入してないが、多分三重県史編さん室で貰っ



たと思う。それには三重県下各警察署管内の調査が記載されています。 

 警察署  世帯数  人員 男   女      計 

 四日市   290        776        545     1,321 

桑名    277        659        551     1,210 

  宇治山田  108        212        149       361       

 上野     90        289        162       451 

 その他     681       1,709      1,037     2,746 

 合計   1,446       3,645       2,444     6,089 

彼らが働いている場所は 

 鋳物工場   桑名市 ７ヵ所 159人、 土木工事場  桑名市赤須賀   15人 

 白石工業       員弁郡立田村      ７人 

 三岐鉄道砂利採取現場 員弁郡丹生川村  10人 

 北勢電鉄砂利採取現場 員弁郡七和村   ８人 

彼らが集まっている場所は 

桑名市大字八幡町 協和会三重県本部事務所 内鮮融和及労資協調 会員数７０名 

桑名市大字新地  中金桑名支部元事務所 左翼的意識を有する 組合員数７０名 

桑名市大字葭町  名合労桑名支部元事務所 昨年 12 月６日治安維持法により幹部

は一斉検挙されて潰滅状態 

     

①            ②          ③ 



桑名の歴史 思いつくまま（１４５）              2026.3.20 

加藤隆通とエスペラント    

                                           郷土史家  西羽 晃 

 昭和 30 年代のころ、市議会議員の選挙があった時、一人の男性が道端に立って演説

をしていました。お付きの人もいなかったように思います。まるで辻説法のようでした。

彼は社会党から立候補した加藤隆通（ 1910.11.03―2001.01.10）でした。本業は僧侶で

すから、まさしく辻説法です。また松岡産業の役員だとか。私は非常に興味をそそられ

ました。 

 加藤隆通は明治43 1910）年11月３日に桑部の善徳寺で生まれました。西郷隆盛の 

「隆」と大久保利通の「通」をとって、「隆通」と名付けられました。県立富田中学校 現

四日市高校）に進学して、中学時代は陸上競技部で運動場を走っていました。２年の２

学期には肋骨カリエスに罹っています。当時の中学校は５年で卒業でしたが、彼は４年

で終了して、昭和３(1928)年に第八高等学校 八高 現名古屋大学）に進みました。 

 昭和初期の恐慌の時代で、労農運動などが盛んで、その影響で学生運動も盛んでした。 

彼も仲間に入り、学内民主化運動の先頭となりました。仲間に都留重人 後の一橋大学

学長）もいました。昭和10年12月に熱田警察署に逮捕されました。八高反帝同盟事件

と呼ばれます。その時に逮捕されたのは 37 人で、翌年の春に起訴猶予で留置場から釈

放されました。学校として放校３人、退学６人、除名10人の処分を行いました。但し彼

 加藤）は放校になる前に、兄が退学届を出していましたので、すでに学籍を失ってい

ました。 

 そののち彼は肺結核に罹り、闘病生活を送ることになります。そしてエスペラント語

を学びました。エスペラント語は万国共通の言語です。昭和 11 年１月に彼を中心とし

て（「北勢エスペランチスト連盟」が結成され、同時に機関紙（ HEL』（ 北勢エスペランチ



スト連盟の頭文字）を発行しました。（「HEL」の目的は（「エスペラントの技術向上、マル

クス主義思想の啓蒙、反戦意識の昴揚に努める」ことでした。 

 彼は甲子園の義兄宅で療養していましたが、治安維持法違反の容疑で、昭和 14 年１

月に神戸の三宮警察署に逮捕されました。そのため、彼が編集していた（ HEL』、は発行

されなくなりました。１月 21 日に山形県の米沢警察署に移送されました。その後、山

形県内の山形、赤湯、天童などの警察署をたらい回しされ、山形地方裁判所にかけられ

ました。 

 加藤は山形の斎藤秀一 1908-1940）と交流していました。斎藤はエスペラント語の普

及に務めており、また軍国主義教育に批判的な言動をしていました。斎藤は（「共産党再

建運動」の疑いで逮捕され、関連して加藤も逮捕されました。 

 なぜ逮捕されたのかは HEL』の余白に書いた、４行の詩のなかで「砲声の聞こえぬ世

の中」は共産主義社会を意味するのだろうと追求されました。彼は「ウン」と云わぬの

で判事は執拗に迫ってきました。半年ほど問答が繰り返えられ、遂に彼は「ウン」と云

って認めました。結局は裁判で「懲役２年。執行猶予５年の判決を受けましたて、昭和

15年６月頃に「保護観察処分付」で釈放され、桑名に帰ってきました。 

戦後の彼は桑名市会議員、三重県会議員、社会党三重県連委員長などを務めました。 

          

      加藤さんの著書     肖像 左の書籍から） 

 本稿は（ 護憲・平和への祈りと闘い』 加藤隆通著 地方自治ベースキャンプ1998

年発行に基づき記述しました） 



桑名の歴史 思いつくまま（１４６）              2026.4.20 

桑名商業実務学校    

                                      郷土史家  西羽 晃 

 大正12  1923）年６月28日に私立桑名簿記学校が開校しました。校主は鈴木参治で、

同年度の『三重県統計書』によれば修業期間１か年の珠算科、３か月の簿記科、４か月

のタイプライター科がありました。教員は２人で、生徒数は男48 人、女 23 人でした。 

 大正 14 年に学則を改正し、私立桑名商業実務学校と改称しました。同時に大字桑名

416番地の90坪を桑名土地建物株式会社から借用  地参参））し、２階建１棟と平屋建

１棟の校舎を建設しました。現在の精義小学校の東付近です。 

 

      『桑高百年』より 

 昭和８ 1933）年には平屋建を２階建に改築しました。 

 昭和 16 年に学則を改正し、国民学校高等科を終了したものを入学資格とし、本科２

か年、その上の専修科1か年としました。同年９月に青年学校令による認可を受けてい

ます。また桑名市から補助金45円を貰っています。同年12月に滑空科を設けています。 

 昭和18年には個人経営から、  財団法人桑名商業実務学校」となりました  国立公文

書館つくば分館所蔵文書）。理事長は鈴木参治  桑名市大字桑名416番地）、理事は貝塚



光三  桑名市大字堀 1755番地）、鈴木千枝 参治の妻で住所は同じ）、鈴木岩男 桑名

市大字桑名416 番地）。監事は佐藤清太郎 桑名市大字桑名556 番地）でした。基本財

産は 40,440 円、うち銀行金銭信託・預金などが２万円、国債 11,600 円、建物評価額

8,840 円。本科の授業料は年額44円、専修科は年額33円。 

 また中等学校令に基づく商業学校となりました。入学資格者は国民学校高等科２年を

卒業したもので、修業年年限は本科2年、専修科1年。昭和18年９月には、陸軍少年

飛行兵学校へ３人、陸軍少年戦車兵学校へ１人が合格し、壮行会が開かれています。 

 昭和19年度から男子の募集を中止し、女子校となりました。同年４月25日に行なわ

れた  桑名地区学徒動員壮行会」には桑名中学校・県立桑名高等女学校・市立高等女学

校と共に参加しており、学校へ行くよりも工場へ働きに行くようになりました。 

昭和20年７月1７日の桑名大空襲で校舎も被害を受けて、その後は閉校となったよう。 

 校主であった鈴木参治は明治31  1898）年４月24日生まれ、同43年私立天満商業学

校へ入学、同校閉鎖のため退学。大正４年私立享栄商業学校へ入学し、同７年に同校卒

業。同６年愛知簿記学校夜間部入学、同７年同行校卒業。兵役に服したのち、同12年私

立桑名簿記学校を設立し、校長となる。 

 昭和12年５月に桑名市議会議員に当選、中和会を組織して、市議会に尽力する。 

    

鈴木参治『大桑名』より  『現在乃桑名』より  財団設立趣意書』 国立公文書館蔵） 



桑名の歴史 思いつくまま（１４７）              2026.5.20 

水谷吉兵衛について    

                                      郷土史家  西羽 晃 

 二代水谷吉兵衛については先に書きました（本シリーズ№80「桑名米穀取引所」

2020.9.20）が、桑名米穀取引所最後の理事長でした。また桑名電軌会社や桑名土地建物

会社の社長も勤めた実業家でした。彼は慶応４（1868）年７月 16 日に初代水谷吉兵衛

（1819-1879）の13人目の子として生まれましたが、長兄の吉右衛門 （ （1843-1877）の

養子となりました。幼名は房次郎でしたが、吉右衛門は明治10 （1877）年に逝去しまし

たので、房次郎が二代吉兵衛を襲名しました。 

 水谷家の先祖は薪炭を扱って、「木屋」の屋号でした。初代吉兵衛は今片町に住み、米

穀問屋を営んでいたようです。明治９年に桑名米商会所 （後の桑名米穀取引所）が創立

された時に発起人の一人でした。同時に長男の水谷吉右衛門は同会所の肝煎商議係をし

ています。吉右衛門の弟の政兵衛も後に肝煎を勤め、改組された桑名米穀取引所では監

査役となっています。そのころ二代吉兵衛は桑名米穀取引所の仲買人をしていますが、

明治33年同取引所の監査役に就任しています。明治44年に退任して東京へ出て、茅場

町の株式取扱店の高山商店に入りました。大正中頃に退職して、桑名へ戻り、大正８

（1919）年１月 12 日の桑名米穀取引所総会にて第９代の理事長に選任されました。理

事長を一時退任しましたが、昭和２（1927）４月から再び理事長となり、取引所が解散

するまで、理事長を勤めました。 

 大正 14 年に桑名駅から本町までの八間通が開通しますが、それを見越して八間通付

近を開発するため、大正 11 年に桑名土地建物株式会社を設立し、彼は社長となってい

ます。また八間通に路面電車を開通させるため、桑名電軌株式会社も設立して、彼は社

長となっています。 



桑名土地建物株式会社の事務所は八間通の桑名電軌株式会社本社内にあり、昭和１８

年６月30日現在で、払込資本金12万円、昭和17年９月決算純利益金2,846円、配当

金2,400円です。当時の役員は取締役社長水谷吉兵衛、専務取締役伊藤清六、取締役桑

原新七  桑原新吉 佐藤信之助  加藤菊治郎。監査役平野助右衛門  平野栄一でした （昭

和18年刊『三重経済年鑑』より）。 

 彼は５男３女に恵まれ、長男の房治郎 （昭和47＝1972年没）が後を継ぎ、次男の悌二

郎 （昭和59＝1984年没）は歴史研究家として「好太王碑」の研究家として著名でした。

悌二郎については次回に書きます。三男の健三 （平 13＝2001年没）は医者となり、八

間通で開業しています。四男の四郎（平 ２＝1990 年没）、五男の五郎は生後９ヶ月で

明治41＝1908年に夭折しています。 

 二代吉兵衛は昭和20年８月12日に逝去しています。終戦直前でしたが、今片町の自

宅は同年７月のアメリカ軍の空襲で全焼していました。 

 

 

   

水谷吉兵衛        今片町の本宅（大正頃）         桑名電軌の本社 

（『大桑名に輝く人々』                        （『大桑名に輝く人々』 

 昭和13年刊より）                          昭和13年刊 



桑名の歴史 思いつくまま（１４８）              2026.6.20 

松本長蔵について    

                                      郷土史家  西羽 晃 

 桑名駅西口正面から桑名高校への登り口、円妙寺の向いに洋館が今もあります。この

建物は松本長蔵の自宅でした。付属して和風の建物もありました。これは松雅亭という

料理屋でした。今は松雅亭の建物は無くなっていますが、洋館は売却され、新しい所有

者によって修復され、保存されています。この洋館の設計者はフランク・ロイド・ライ

ト（東京の帝国ホテルを設計した人）とも、或いはライトの弟子の設計とも言われます。

この洋館の一部を利用して、「マノン」という喫茶店が平成26（2914）年にオープンし

ましたが、あまり流行らないのか、今は閉店しています。 

        

    元・松本邸、現在ほ個人宅    桑名文化住宅      松本長蔵   

（『現在乃桑名』より）（『大桑名に輝く人々』より） 

 松本長蔵は員弁郡石榑村（現いなべ市）の岩花家の生まれで、松本家の養子となりま

した。彼は強気一点ばりの人で桑名の米相場で資産を増やしました。そして田畑はもと

より各種の開発事業にも手を広げています。事業の一つに住宅開発があります。大正末

から昭和にかけて、小野山一帯に木造洋風の文化住宅約50戸、和風住宅約80戸の団地

を造りました。この団地に供給する上水道の松本水道も独自で開発しています。当時の

文化住宅は現在では殆ど建て替えられていますが、まだ一部に見られます。 



桑名中学校の建設問題が起きた時、桑名町には広い敷地を確保できなかったので、彼

が地主たちをまとめて大山田村の尾野山の土地を確保しました。しかし予定よりも

6,000円も費用が高くなってので、彼が3,000円を負担しています。この土地が現在の

桑名高校の場所です 

大正８年(1919)大山田村長、昭和４年(1929)西桑名町長となり、同 12 年桑名町との

合併による桑名市制施行を果たすと政界を引退しました。 

彼が晩年に力を入れたのは北勢鉄道（現在の三岐鉄道北勢線）です。昭和３年に彼は

北勢鉄道の社長となり、難航していた阿下喜乗り入れを昭和６年に実現させ、同時に全

線を電化させました。砂利採取・運搬、貨物自動車、乗合自動車なども兼営しました。

中でも砂利採取は員弁川で砂利を採取し、貨物列車で運び、西桑名駅近くで国鉄に積み

替えられ、全国各地に送られました。日本が戦時体制に突き進む中で砂利の需要が高ま

り、大きな利益をもたらしました。 

地域発展のために多大の功績を残ましたが、太平洋戦争が始まり、企業活動への政府

の規制が強くなって、彼が活動する場も少なくなりました。その中で彼は昭和18 （1943）

年４月１日に病死しました。享年 82 歳でした。同月４日に照源寺で告別式が営まれま

した。訃報を伝える当時の新聞では、「往年は米穀取引所の大立物として活躍したが、晩

年は北勢電鉄社長はじめ多数の会社重役をつとめ、北勢実業界に重きをなしてゐた」（昭

和18年４月２日付け『伊勢新聞』）。 

彼の没後に政府（軍部）の強力な指導で、昭和 19 年の２月には県下の小私鉄は合併

統合されました。北勢電気鉄道（元 ・北勢鉄道、昭和９年に社名が改称されていた）は

抜群の利益率を誇っていて、株主は強く反対したましが、押し切られました。強気の彼

が強制的な合併を知らずに亡くなったのは、むしろ幸いだったかも知れない。 



桑名の歴史 思いつくまま（149）              2026.7.20 

昭和13 年ころの小学校長    

                                      郷土史家  西羽 晃 

 昭和13 （1937）年ころの桑名市立の小学校は第一（現日進）、第二（現精義）、第三（現

立教）、第四（城東）、第五（益世）、大成 （以上は尋常高等小学校）と修徳尋常小学校 （当

時は高等科は無かった）でした。 『大桑名に輝く人々』（田中宗太郎編 昭和13年刊）に

紹介されている各校長のプロフィールなどを書き出しました。 

「  」は上記田中の批評。写真も同書より転載。 

 西田敏郎 （第一校） 阿山郡新居村（現伊賀市）に生まれ、三重師範卒業。大正８ （1919）

年鳥羽に赴任、その後、三重女子師範訓導などを経て、昭和８年 35 歳にして桑名第一

校の校長となる。「溌剌さと真剣さと真面目さと努力一杯の中にあって絶えず不動の姿

勢を守って行く人」でした。 

中野宗太郎（第二校） 明治19 （1886）年 三重郡朝上村 （現菰野町）生まれ。農業

に従事するも、 「吾れ教えの道に立つべし」と三重師範に入り、同校卒業。三重郡内の小

学校を経て、昭和８年に桑名第二校の校長として赴任。趣味は俳句で、「杉生」の俳号を

持つ。酒席では俚謡を歌い、踊りも舞う。ニックネームは「徹底居士」。 

 奥 国太郎（第三校） 阿山郡山田村（現伊賀市）生まれ。三重師範を優秀な成績で

卒業し、伊曽島校に赴任。桑名第二校、女子師範、大成校などを経て、昭和10年に桑名

第三校長となる。 「満身これ昴血、万事に熱心さの元気一杯、教職者に珍らしい多趣味は

エネルギーの強引にひきよせての綽々たる余裕ぶり」 

 堀田信次 （第四校） 桑名郡深谷村（現桑名市）に生まれ。三重師範卒業後、桑名第

一校に赴任。懇望されて桑部校の校長に。ついで桑名第四校に転任。 「八方脚色抜きの純

教育家肌、謹直にして正義の気魄稜々として現はれ権門に屈せず、富貴に淫せず」。 



西羽が昭和23年に益世小学校を卒業した時の校長だったが、特に印象はない。 

      

 西田敏郎     中野宗太郎   奥 国太郎     堀田信次 

 安田伝雄（第五校） 桑名郡七取村生まれ。県立富田中学から三重師範卒業。 

桑名郡城南校、七取校、昭和３年に益生（後第五）校校長。 「教へる事が即ち敬虔にして

聖義、四角張った押し出しから色黒の御面相は至極六ケしい人に見えるが、破顔一笑須

臾にして快朗洒脱、明快な口調で小奇麗にしゃべる」 

 野田潤一郎 （大成校） 明治24年安濃郡櫛形村生まれ。大正２年三重師範卒業。桑名

郡城南校に赴任、一時津市で教鞭を執り、大正８年桑名第二校へ。大正 12 年木曽岬校

校長に。同14年に益生校（現益世校）、昭和11年に大成校と移動した。 「好きな読書に

研究を忘れず、盆栽それも菊造りに興味を感じている」 

 小田喜代三郎（修徳校） 明治31年一志郡久居生まれ。大正７年三重師範卒業。桑名

第二校、志摩郡加茂校を経て、大正14年桑名大山田校。昭和３年大山田校校長、同４年

修徳校長。教育これ報国の人に趣味どころの騒ぎでなく暇さへあれば読書三昧、いやも

う悪くいへば味気なさ過ぎる」 

       

 安田伝雄      野田潤一郎    小田喜代三郎 
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